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狭所における PC桁（PreU桁コンポ橋）の架設 
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１．はじめに 
本高架橋は，静岡県西部に位置する浜松市を南北約 16.5km

にわたり縦断する遠州鉄道鉄道線の約 3.3kmの高架化事業の
うち，終点側に位置する延長 325ｍ区間の高架橋である． 
高架橋の架設地点は，図-1 に示すとおり，鉄道営業線およ

び住宅地に挟まれた非常に狭い位置に計画されており，前年

度までの工事区間と異なり沿線道路上に油圧式クレーンの設

置・架設ができないため，門型架設機による架設方法が採用

された．また，上部工躯体から用地境界・鉄道建築限界まで

の離隔がなく，一般的な自走式門型クレーン架設は適用でき

なかったこと，また，沿線住民に対する夜間作業の影響を考

慮し，昼間作業においても営業線の運行の安全性を十分確保

できる門型架設機を採用した．本稿ではその架設機による架

設方法について報告する． 

 
２．工事概要 
 本工事は，2主桁のＵコンポ橋 16径間，4主桁の T桁橋 1
径間にて構成されており工区境の 2 径間をクレーン架設，そ
の他 15径間を門型架設機にて架設を行った．架設に使用でき
るヤードは，図-1 橋梁一般図に示す緑色着色箇所のみで，架
設作業には約 2ヶ月間を要した． 
工事名称：平成 22年度 

社会資本整備総合交付金（連続立体交差）事業 
遠州鉄道鉄道線 鉄道高架工事（上部工 4工区） 
       〃      （上部工 5工区）            

工事場所：静岡県浜松市中区上島 4丁目地内 
構造形式：プレテンション方式単純U桁コンポ橋 16径間 
     プレテンション方式単純 T桁橋        1径間 
工  期：平成 22年 6月 16日から平成 23年 7月 29日 
施工延長：160.0m(4工区)＋165.0m(5工区) 
支 間 長：19.170m（標準部） 
全 幅 員：5.4m      有効幅員：4.0m 
設計荷重：KS-12      主桁重量：34.8t/本（最大） 

３．門型架設機架設 
3.1 主桁断面形状の変更 
図-2に標準断面図を示すが，用地境界と主桁フランジとの間
に門型架設機の脚部が入る空間が無いため，赤色着色部分を

図-2 標準断面図 
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プレキャスト部材断面から外し，場所打ち部材断面に変更し

作業空間を確保した． 
3.2 門型架設機 
 図-3 に門型架設機を示す．門型架設機は橋脚両側に設置し
た軌道上を走行する自走台車に，クレーンブームと同構造の

上下に伸縮する脚部を乗せ，その上部に横梁を組み合わせた

構造のもので，横行はギヤトロリーによる．なお，台車・脚

部はインバーター制御により 2機の架設機を同調させた． 
また，門型架設機と桁とを機械的に連結することにより，

吊り上げ装置を省きクレーンの適用外とした． 

A S

用
地
境
界

用
地
境
界

門型架設機降下

ギヤトロリー横移動

伸　縮

 
図-3 門型架設機正面図 

3.3 主桁架設 
写真-1に架設状況を示す．架設準備として，工区境の橋脚を
跨ぐよう主桁仮置構台を組み立てた後，夜間作業により門型

架設機の組み立を行った．主桁は，工場よりトレーラーにて

搬入し，同時に搬入される RC 板の敷設をトレーラー上にて
行った．その後，油圧クレーンにより主桁仮置き台上に移し，

門型架設機との連結を行った．また，その後に敷設を行う PC
板を主桁上に仮置き・固定し，同時に運搬するようにし，門

型架設機 2機により主桁の運搬架設を行った．PC板は，ロー
リングタワーを改良しチェーンブロックを使用し，手作業に

より敷設を行った． 

尚，門型架設機による一連の架設作業は，昼間作業とし，架

設機の組立・解体のみ夜間作業とした． 

3.4 主桁連結装置 
 主桁と門型架設機をつなぐ連結装置は，吊り上げ装置を用

いないことから，接続部分の要所をピン構造とし，仮設軌道

の R線形による内外輪差・架設機間の操作ズレや荷振れによ
るひずみに対応した． 

 

４．おわりに 
本工事では，限られた作業空間での重量物の運搬・架設作

業を，併走する鉄道運行に影響を与えることなく，さらに，

住民に対する夜間作業における騒音を大幅に軽減し，住民へ

の配慮を考えた施工によりスムーズに完了することができた． 

本報告が今後の同種工事の参考となれば幸いである． 
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写真-1 架設状況 

写真-2 架設完了全景 

図-4 連結装置図 
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